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【平成２６年度 第１回 放送番組審議会】 

 

日時 平成２６年９月２５日（木） 午後３時３０分 

場所 大町市総合情報センター テレビ会議室 

出席者 

審議会委員 

 

事務局 

 

伊藤彰一、勝野賢一、川上洋、北澤愛子、大日方三郎、田中けさ子 

平林操、前川浩一 

西澤潤一郎、井沢公一、小林悠、大日方寿二 

欠席委員 傘木覚 

 

報告事項 

（委員からの意見等） 

〇建設事務所の道路映像はどこをどのように映しているのか 

〇大黒町 100年に一度の大修繕はドキュメンタリーとして一つの番組で放送できないか。また、

きらり輝くまちづくりの補助を受けている団体について活動や成果を放送できないものか。現

在、大北中心の美術家を集め１団体を作り活動する計画がある。この活動を特番として放送で

きないか。 

〇他局制作番組の放送基準等はあるか。全国的に順番で回っている番組があり、その中から選

んでいるのか。防災時のケーブルテレビの情報伝達の体制と手法はどのようになっているか。 

〇ケーブルテレビ連盟信越支部の制作に参加し他局の番組をもらっているが、RMP 導入によ

り範囲がさらに広がると理解してよいか。 

〇ダビング制限仕組みはどうなっているのか 

〇番組交換した場合の料金はどのくらいか。 

 

（事務局から） 

〇建設事務所がホームページに載せているものと同じ１２のポイントを１箇所８秒ずつ流し

ている。扇沢の駐車場は冬季間映していない。朝の通勤時間帯をメインに映しているが、今後、

帰宅時間に合わせ流すことを検討している。 

〇大黒町の件は特番として放送していく予定。補助金を受けている団体の件は、ニュースで数

団体を取り上げている。可能であれば、別番組でも取り上げている。事前の告知はしているが、

著作権等の問題があり事業自体はハードルのあるものが多い。 

〇他局番組の放送について「ぐるっとふるさと信越」はケーブルテレビ連盟信越支部の番組で、

週替わり放送している。「びゅーん！新幹線」も連盟が作成しており４月から放送している。

放送については、それぞれの番組を視聴し判断している。諏訪湖の花火などは、自主制作番組

の穴を埋める形で使っている。その他、県 CATVネットワークが作成している名物を取り上げ

たものなど流している。 



〇災害時の対応は、現在、防災メール、防災無線で流れているものは、ケーブルテレビへ自動

的にスクロールで流れている。災害時にできることは、現時点で考えていない。今後考えてい

く必要性があり今回防災訓練に参加する。 

〇PMP 導入により使用できる番組が広がることもあるが、自局番組の権利保護がある。運動

会・音楽会の音楽をダビングして流すことは違法コピーと判断されることがある。無制限にコ

ピーできるため問題が発生するので番組のダビングに制限をかける。また、他局との番組交換

で PMPが条件となることがあり、他局の番組が使い易くなる。 

〇録画機で管理していて、ダビング回数によって表示が変わる。 

〇ケーブルテレビ連盟の中では無料のものを選んでいる。民放で制作した番組も流したが、安

価で流せている。 

 

番組視聴・感想等 

（委員から） 

〇サッカーの試合、カメラの台数は何台か。もっとアップがほしい。 

〇コンシェルジュで「探訪大町」１回目を放送しているが、その後の放送はどうなっているか。 

〇BGM の件、以前大きすぎると指摘したが最近は聞きやすい。大きくならないよう今後も気

を付けてほしい。 

〇アナウンサー月に何回くるのか。いずれ職員で対応することは考えられないか。アナウンサ

ーが病気で声が出ないなどの時、予備的な対応を考えてほしい。 

〇回を重ね素晴らしいない内容となっている。スタジオのセットも季節を取り入れていてよい。

他局では、セットを変えるなどしているのでどこかのタイミングでセットを変えてみるのもよ

いのではないか。市からのお知らせ初々しさがあってよかったが、画面に文字を出すなど対応

したほうがいいと思う。 

〇地方のテレビという感じで楽しく見させていただいている。 

 

（事務局から） 

〇サッカーの試合、カメラ台数は２台。カメラの性能もありアップは今の映像が限界である。 

〇「探訪大町」は３回放送している。コンシェルジュには「野菜づくり」「おおまちっ子」が

あり「探訪大町」は２月に１回程度を予定している。 

〇週刊ニュースのため週 1回来ている。職員が対応できればいいが、アナウンスのほか原稿の

校正などの面でもプロの目でアドバイスをいただいている。職員が経験を蓄積できていければ

他の方法も考えられる。アナウンサーの件は心配している。いままで番組を欠くことなく出来

たことが奇跡である。自局でアナウンサー育てることは難しい。現状維持とし、佐藤アナを欠

いた時のことは考えていかなければいけないが、運営方法を含め考えていく。 

〇観光課の職員が異動し新人が対応することになった。毎回緊張している様子でなかなか慣れ

ないが、回を重ねれば落ち着いてくると思う。 


